
【様式１】 

令和５年度   児童生徒と向き合う時間の確保とワーク・ライフ・バランスの実現に向けて 
 

                                                                      【浜坂南小学校】 

取 組 目 標 
目標達成に向けた具体的な

取組 
９月末までの取組状況 成   果 課   題 

１ 
定時退勤日の 

完全実施 

・ノー会議デー（毎週月曜

日）の設定 

・全職員共通の定時退勤日

（毎週月曜日 18:00）の

設定 

・Ｍｙ定時退勤日設定の奨

励 

・学校だよりや役員会議等

による PTA、地域への周

知 

・月曜日は6校時がない日もあ

り、平常時は会議も設定しな

いため、早めに退勤しやすく

なった。 

・校報や留守電の効果もあり、

夜間や早朝の対外的な業務

は減少した。 

・PTA の定例会議を効率的に

設定し、夜間の会議の回数を

削減した。 

・ノー会議デーは完全実施する

ことができた。 

・外部への啓発効果もあり、夜

間の対外的な業務は削減でき

た。 

・定時退勤日について、設定

した退勤時刻までに退庁

する職員や日数は増加し

たが、まだ完全実施とは

言えない。 

２ 
業務・会議の 

効率化 

・職員朝会の廃止 

・e3office の活用（日常の

連絡、職員会議、校内研修

等） 

・協議事項の提案時間設定 

・提案事項の事前調整（よく

練られた提案） 

・日常のコミュニケーショ

ンの充実 

・コミュニティ･スクールの

活用 

・行事･会議の精選 

・計画的年次休暇取得目標

設定（年間 10 日以上） 

・図書管理システムの検討 

・朝の準備時間、児童受入れ体

制が確保できた。 

・e3office を積極的に活用す

ることにより、打ち合わせや

会議の時間短縮が図れた。 

・マラソン大会や収穫祭など、

コミスクの活用により効果

的な学校行事を実施するこ

とができた。 

・年次休暇が計画的に取得でき

ていない職員がいる。 

・図書管理システムについては

校長会レベルで対応を協議。 

・超過勤務時間について、全職

種の 4 月～12 月で R4 年度

より月当たり 8:40 削減する

ことができた。 

・年次休暇の取得日数につい

て、全教職員平均が 12.7 日

となった（R4 は 9.5 日）。ま

た、10 日以上取得した職員が

R4 年より 4 人増えた。 

・バス通学の待機児童の対応を

SSS が担うことにより、教職

員の放課後の時間的ゆとりが

確保できた。 

・特定の職種については超

過勤務時間を削減するこ

とができなかった。 

・ICT 活用の観点で、学習系

と校務系がシームレスに

接続できれば、効率的に

業務を処理できる。（ｾｷｭﾘ

ﾃｨを確保した上で） 

・年次休暇を 10 日以上取

得していない職員がい

る。 

・新たな教育課題、校務処理

が年々増加し、削減され

る業務はほとんどない。 

・登下校指導の担い手不足。 

・登校日、学習発表会、給食

衣の検討。 


